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公共建築物でのＢＥＬＳ取得・活用について

環境配慮基準を策定（Ｈ２６年１２月）

 公共建築物の省エネルギー性能や環境性能は、効果的かつ効率的な執行のために
も、事業の構想・計画段階など、当初から決めておく必要がある。

 環境未来都市として、横浜市の公共建築物が民間建物に先導して環境配慮に取り
組むことが重要。

※1 主要な施設：
大規模（概ね10,000m2以上）で、
不特定多数の市民が利用する施設
（市庁舎、区庁舎等）

※2 その他の施設：
倉庫等の特殊な用途、増築を除く
（述べ面積300㎡以上）

検証方法 主要な施設※1 その他の施設※2

省エネルギー性能

ＢＥＬＳ
BEI≦0.7

★★★★
BEI≦0.9

★★★

総合的な環境性能

ＣＡＳＢＥＥ
Ｓランク

★★★★★
Ａランク

★★★★

※平成27年4月1日以降に新築の
設計を行うものから適用
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 完成した建物には、ＢＥＬＳのプレートを掲示します

横浜市南消防署蒔田消防出張所（平成27年度）

公共建築物でのＢＥＬＳ取得・活用について

■参考：（一社）住宅性能評価・表示協会による評価業務実施指針 附則2
この指針は原則として、民間建築物等について第三者機関が行う評価についての実施指針であるが、国や省エネ法の所管行
政庁等が所有する公共建築物について国等が自ら本実施指針に基づき評価を行った場合に、様式１の表示等を行うことも
できるものとする。
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■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称 ○○ビル 階数 地上○○F

建設地 横浜市○○ 構造 RC造

用途地域 商業地域、防火地域 平均居住人員 XX 人

気候区分 ６地域 年間使用時間 XXX 時間/年

建物用途 事務所, 評価の段階 実施設計段階評価 外観パース等

竣工年 予定 評価の実施日 2014年7月8日 図を貼り付けるときは

敷地面積 XXX ㎡ 作成者 ○○○ シートの保護を解除してください

建築面積 XXX ㎡ 確認日 2014年7月10日

延床面積 5,400 ㎡ 確認者 ○○○

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

2.2

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.4
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.5 3.2 3.4

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 3.8
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.5 3.3 3.5

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 
室内環境 Q2 
サービス性能 Q3 
室外環境（敷地内）

LR1 
エネルギー LR2 
資源・マテリアル LR3 
敷地外環境

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安

で示したものです

注）　「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮事項を簡潔に

記載してください。

CASBEE-建築(建築)2014年版 CASBEE横浜（ 2016年版） v.1.0

注）　「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事項を簡潔に記

載してください。

注）　「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

2016年12月

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。 注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄

物削減・リサイクル、歴史的建造物の保存など、建物自体の環

境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあ

れば、ここに記載してください。

注）　「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してく

ださい。
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Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質
回避

建物外皮の
熱負荷

自然エネ
ルギー

設備システ
ム効率化

効率的
運用

地球温暖化
への配慮

地域環境
への配慮

周辺環境
への配慮

BEE = 

①参照値

（

30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

）2 m・年/2CO-kg（

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

0 46 92 138

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

④上記+

オフサイト手法

100%

79%

69%

69%

CASBEE横浜（2016年版）v.1

4　横浜市重点項目についての環境配慮概要 <集合住宅>

各項目について配慮した内容を、該当する番号（①～）を示し記述してください。 建物名称

建築物の省エネルギー性能　(E)　Energy Saving 重点項目への取組（５点満点） 【省エネルギー性能】 3
■省エネルギー性能　（国土交通省告示に基づく表示）

この建物の設計一次エネルギー消費量　 10 ％削減

　　　　　一次エネルギー消費量基準 適合

　　　　　外皮基準 適合

　　　　　受付日

■エネルギー対策　（①建物外皮の熱負荷抑制　②自然エネルギー利用　③設備システムの高効率化　④効率的運用）

健康・快適な職住環境　(W)　Smart Wellness Community 重点項目への取組（５点満点） 【健康・安心】 3
■室内環境対策　（⑤外皮性能）

◆断熱等性能等級 等級４ （相当）

■健康・安心対策　（⑥健康対策　⑦防犯対策）

■その他の対策　（⑧自然材料・通風の工夫など）

◆工夫の有無 なし

防災への配慮　（R）　Resilience 重点項目への取組（５点満点） 【防　災】 3
■耐用性・信頼性　（⑮耐震・免震　⑯部品・部材の耐用年数向上　⑰信頼性）

地域・まちづくりへの貢献　（T）　Township & Townscape 重点項目への取組（５点満点） 【地域・まちづくり】 3
■室外環境（敷地内）対策　（⑱生物環境　⑲まちなみ・景観　⑳地域性への配慮）

太陽光発電などの導入 　環境配慮技術の導入 （太陽光・熱利用、エネルギーマネジメントシステム以外）

 

 蓄熱設備　・雨水等利用設備　・　

エネルギーマネジメントシステム導入  

28-000

○○マンション

2016/XX/XX

HEMS MEMS

少ない 多い

▲
誘導基準

(10%削減)

▲
省エネ基準

0

CEMS

28-000

 環境性能表示に①エネルギー削減量 ②受付年月日 ③自己評価または第三者評
価の別 を追加

 重点項目のうち、省エネルギー性能のふたばの数はＢＥＬＳの星の数に準拠

 ホームページで公表するＣＡＳＢＥＥの結果シートに、一次エネルギー消費量のバー
や、基準への適合可否を掲載 など

ＣＡＳＢＥＥ横浜の７条ガイドライン対応について

ＮＥＷＮＥＷ

建築物省エネ法第7条に基づく表示として利用できます！！

改正のポイント
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 ＣＡＳＢＥＥ横浜認証制度

 横浜市市街地環境設計制度（総合設計制度）
による環境に配慮した建築物の誘導

 ＣＡＳＢＥＥ横浜と連携した住宅ローン金
利優遇

 省エネ対策住宅に対する都市計画税減額制度

 ＺＥＨの推進  設計者向け講習会

 市民向けセミナー等の開催

省エネ建築物の普及促進に向けた横浜市の取組

新築 既存

 法第３６条の基準適合認定の普及促進

 住まいのリノベーション（省エネ改修）補助制度

 公共建築物ＥＳＣＯ事業

普及啓発

建築環境セミナー「エコな住まいと暮らし方」
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 様々な認定制度があるため、分かりやすい情報発信が必要

⇒他制度との整合性、使い分け等

 支援策（補助金・助成金・融資など）や他制度との連携を強化

⇒要件化することで環境性能や省エネ性能の高い建物を誘導

 建築主やエンドユーザーへの啓発

⇒省エネ建築物の良さを、分かりやすく伝えることが

求められている

省エネ建築物の普及に向けた課題
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対象となる広告物には、建築物環境性能表示を必ず掲載しなければなりません。
※2,000㎡未満の建築物については、表示は任意です。

★建築物環境性能表示の届出

★環境性能の説明

販売・賃貸しようとするときは、購入者等に建築物の環境性能について説明するようにし
てください。

広告に表示をしてから15日以内に広告した旨の届出をしてください。

★建築物環境性能表示について

建築物環境性能表示～建築物の環境性能を星の数でチェック！

建築主の皆様へ

（参考）ＣＡＳＢＥＥ横浜 建築物環境性能表示について
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表示の見方

（参考）ＣＡＳＢＥＥ横浜 建築物環境性能表示について

太陽光発電ｼｽﾃﾑ又は太陽熱利用
ｼｽﾃﾑが設置されている場合、
太陽のﾏｰｸと文字を表示します。

結果が自己評価（届出制度）か、
認証制度によるかを表示します。

横浜市に届出した際の受付日を表
示します。

評価を行ったソフトのバージョン
を表示します。

横浜市に届出した際の受付番号を
表示します。

標準的な建物の年間ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量
からの削減率を表示します｡※

横浜市の4つの重点項目への取組を
ふたばの数(５点満点)で表示します。

建築物の環境性能を星の数
（５段階）で表示します。

※建築物省エネ法第7条に基づく表示として利用できます。

太陽光・太陽熱の利用
エネルギー消費量削減率

重点項目への取組

総合評価
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